
－ 11 －

飲酒と健康に関する講演会

大学における「節度ある飲酒に関する指導」について

　ただいま紹介頂きました、法政大学のスポーツ健康学部の鬼頭と申します。
　私のほうに与えられました題目は、「大学における『節度ある飲酒に関する指導』について」という
ことで、これは先ほど少し紹介いただきましたように、大学から文部科学省に、当時は文部省でしたが、
文部科学省でやってきたのは、基本的には学校教育、特に小・中・高等学校における保健教育について
でした。特に飲酒に関して言うと、基本的には未成年飲酒をさせないということをベースに、いろいろ
な指導をしてきたところです。
　私に与えられた「大学における『節度ある飲酒に関する指導』」のテーマに入る前提として、子ども
たちは小・中・高等学校における教育を受けてきていますので、その延長線上に大学があると考える必
要があります。まずは、高校までの飲酒と健康に関する指導はどのようなことをやってきたのかという
ことについてお話しさせていただきますが、基本的に小学校も中学校も高等学校も、飲酒と健康に関し
ての指導はあり、発達段階に応じて、学習指導要領
に基づき指導することになっています。なお、指導
に際しては、学習指導要領に基づいて指導すること
になっています。
　すなわち、発達段階に応じて、スパイラルに上書
きしていく形で進めていきます。その延長線上が大
学なのです。実際に飲酒と健康について学生がどう
思っているのかということなのですが、大学生に聞
いてみると、飲酒と健康については「学んだ記憶は
ある」と大体が答えており、「おおよそ基本的なこ
とは知っている」と答えます（スライド１）。
　まず、どのようなことをやってきたのかというこ
となのですが（スライド２）、小学校においては急
性影響、慢性影響、年齢制限、法律、開始のきっか
けについて、およそ満遍なく、発達段階に応じて、
小学校でおおよそのことは学ぶようになっていま
す。ただ、いきなり難しい言葉で言っても子どもた
ちは理解がついていかないので、当然、発達段階に
応じた言葉で、軟らかくかみ砕いた形で指導するよ
うになっています。
　さらに、特に大事なのが年齢制限があることにつ
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いてで、低年齢からの飲酒は特に害が大きいこと、このことに関してはしっかりと教えることになって
います。それはなぜかというと、自分の身の回りにいる大人は飲んでいるのを目にするわけです。そこ
で「大人は飲んでいるのに、自分は何でダメなの？」という疑問がどうしても湧いてきます。そういっ
たようなことから、これは絶対に押さえないといけないところとなるわけです。
　さらに、未成年、20 歳未満の飲酒は法律により禁止されています。これは規範意識に関わるような
内容になっています。そして、開始のきっかけですね。なぜ始めてしまうのか、その背景にあるのは、
好奇心や周りの人からの誘いなどということです。
　小学校段階では指導内容が比較的少なめになっているのですが、中学校になると全般的に深まります
（スライド３）。まず、酒の主成分は何か、そして中枢神経の働きを低下させ、思考力・自制力・運動機
能を低下させたり、事故などを起こしたりすること、
そして急激な大量飲酒、ビンジドリンキングの話で
すね。さらに常習的な飲酒についても盛り込まれて
います。加えて、未成年者の飲酒は身体に大きな影
響があること、依存症になりやすいこと、ここで初
めて依存症という言葉が出てきます。小学校におい
ても、依存症という言葉は出てこないまでも、飲み
続けるとやめられなくなるというようなことは、盛
り込まれています。
　そして、特に大事な飲酒開始のきっかけについて
（スライド４）、これに関してはかなり細かく記述が
あります。好奇心、なげやりな気持ち、過度のスト
レスなどの心理状態、断りにくい人間関係、宣伝広
告や入手のしやすさなどの社会環境によって助長さ
れることが指導内容となっています。飲酒に関する
意識調査、あるいは患者調査のデータに基づいて、
飲酒のきっかけはこのスライドに挙げられたような
内容が入ってくるわけですね。なので、指導すべき
内容としてこれらの誘いに対して適切に対処する必
要があるということが示されているわけです。
　特に好奇心やなげやりな気持ち、過度のストレス
などの心理状態というのは、およそ中学校になると
思春期に差し掛かってくることからありがちな動機となります。
　中学校の学習指導要領では、さまざまな生活習慣病のリスクがあらたに加えられています（スライド
５）。過度の飲酒などの不適切な生活行動を若い年代から続けることによって、やせや肥満などを引き
起こしたり、心臓や脳などの血管で動脈硬化が引き起こされたりすること、歯肉に炎症等が起きたり、
歯を支える組織が損傷したりするということも盛り込まれています。先ほどご説明がありましたように、
ライフ・コース・アプローチですね。生涯を通じての健康という観点から、未成年に限らず、生涯を通
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じた健康の保持増進という観点からこの内容が盛り
込まれています。
　続いて、高等学校ですが（スライド６）、生活習
慣病などの要因となり、心身の健康を損ねること、
周囲の人々や胎児への影響から、飲酒による健康課
題を防止するためには正しい知識の普及、健全な価
値観の育成などの個人への働きかけ、法的な整備を
含めた社会環境への適切な対処が必要であることが
指導内容となっています。基本とするところは正し
い知識の普及であり、そして健全な価値観の育成な
どの個人への働きかけから、社会環境にさらに広
がっていくとの拡がりを示したもので、高等学校で
の学びが、個人のみにとどまらず、社会に向けての
行動あるいは見方も学ぶようになっていることを示
すものです。先ほど中学校にありました、行動面の
要因に関する内容は繰り返し教えることになってい
ます。
　基本的には小・中・高と、このような指導を受け
てきていますので、大学生が、「学んだことはある」、
「基本的なことは知っている」と答えている背景は、
教育の効果が少なくないことを実感させるものでも
あるわけです。
　ただ、一方でがらっと変わってくる、すなわち、知っている知識が行動に活かせているかという視点
では大学入学時の指導の在り方が重要となると思います。そのことはこの後で話をします。アルコール
健康医学協会さんのほうで、高校生向けの副読本、『お酒のこと』という冊子（スライド７）が完成し
て出たところです。この内容に関しては高等学校にとどまらず使えるのではないかという議論もしてい
ました。
　指導の際に使いがちな言葉遣いについてですが
（スライド８）、「20 歳になってから」「20 歳になる
までがまん」、あるいは「20 歳になるまで待って」
というような言葉については実際に確かにそうなの
ですが、子どもたちにこの言葉を使うと期待感が膨
らむのです。「もうちょっとがまんだな」と。「もう
ちょっとがまんして、もう秒読み段階だ」。秒読み
段階というのが、高校を卒業して、入学試験を通っ
て、大学に入学し、もう何でもできるというような
錯覚に陥りかねない段階が待ち構えているというこ
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とです。
　期待感と大人の世界への好奇心をかき立てる教育
が必要かという観点でいくと、私はこういった言葉
で押さえておくというのは、これはあまり良くない
と考えています（スライド９）。飲むことを前提と
した指導になると。「20 歳になってからね」という、
こういう言葉を使わない指導が必要ではないだろう
かと思います。
　要するに、高等学校までというのは、これは学校
教育の中でも飲酒予備軍を育成することではなく、
アルコールの健康影響についての学びを、生涯を通
じて活かせるようにすることが本来の目的であると
いうことですね。このことを考えた時に、「20 歳に
なるまで待って、20 歳になってからね」という言
葉が本当に必要なのかということです。よく議論に
なるところなのですが、先ほども申し上げたように、
期待感を持たせるということは少しまずいのではな
いかと思います（スライド９）。
　一方で、20 歳になった段階で、飲むか、飲まな
いかという、大人としての選択は当然あるというこ
とです。これは飲酒に対する自己決定権です。もう
一つ言うと、大学に入った段階で適切な飲酒に関する教育を受けられればいいけれども、大学に入らな
い場合には、再度教育を受けられるチャンスはあるのかという話も、当然出てくるわけで高等学校卒業
後の進路先を考えれば、高校生活の最後の段階、すなわち３年生修了間際で段階で、やはり飲酒と健康
について再度押さえておく必要があるのではないかと私も思います。
　次に、生徒の酒に対する意識の実態ですが、文部科学省の薬物等に対する意識等調査の中で「将来の
飲酒の可能性」について調査を行っており、「将来、
酒を飲むと思う」と回答した高校生の割合は平成
12 年、平成 18 年、平成 24 年と、下がっています（ス
ライド 10）。男子生徒よりも女子生徒のほうが高め
に出ているというのが、特徴的です。おそらく、子
どもたちもいろいろな周囲の状況なりを見ていて、
特に飲酒に関しては、健康的な果実酒やワインなど、
「美肌」といったような言葉を耳にすることの影響
があるのではないかなと私は思っています。
　これは国立精神保健研究所の嶋根先生の研究グ
ループが、厚生労働省の研究班で実施された調査結
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果ですが、アルコールの生涯経験率について（ス
ライド 11）、１年生、２年生、３年生、2018 年、
2021 年と、生涯経験率が下がっています。学年
段階別に比較すると、１年生、２年生、３年生に
なるに従って上がっていきます。20 歳に近づく
にしたがって関心が高くなることの裏付けとなっ
ていることがデータとして表れています。
　大学生における飲酒願望については、関西４大
学が１年生を対象として薬物等に関する意識調査
を実施されていますが（スライド 12）、2016 年
の調査では、「あなたは酒を飲みたいと思います
か」の質問に対し「飲みたいと思う」というのが
47％でした。
　これらの結果から高校まででは生涯経験率も下
がっており、「飲むと思う」あるいは「飲みたい」
というのは減っているとはいますが、大学入学後
は飲みたいと思う学生は半数程度はいるというこ
とが推定できそうです。
　最近東京都内の大学アメフト部で、学生による
大麻乱用がニュースで取り上げられていますが、
９月の新聞記事に、このアメフト部での未成年飲
酒という記事が出ています。
　2020 年から３年間、新型コロナで大学ではオンライン授業となりました。オンラインが多いと学生
同士のコミュニケーションが取れないという大きな問題がありました。そのためメンタル面に大きな悩
みを抱えているというケースが多いとの報告も上がっています。新型コロナまん延の３年間は、このよ
うな事情で未成年飲酒というのは起きにくい状況であったといえます。
　ただ、いつまでもオンライン授業でというわけ
にもいきません。新型コロナ禍があけて問題とな
るのは、部活動など下級生との付き合い方が一時
的に疎遠になり、分からなくなった学生のための
飲酒防止教育、これは非常に手ごわいというとこ
ろです（スライド 13）。先ほどの事例もあったよ
うに、特に学生が部活動で集まると、どうしても
飲むことが活動のひとつになっていったりする可
能性はもともと想定される場面です。なので、大
学入学後に速やかに必要とされる教育というの
が、お酒との付き合い方を学ぶこと、私はこれが
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絶対必要だろうと思っています。
　大学入学後に、全員を対象に飲酒と健康などを学
ぶ機会というのがありませんでした。
　入学生を迎える時期の気がかりなことは、部活動
での新入生勧誘ですね。これは本当に気を付けなけ
ればいけません。新歓コンパでの未成年飲酒やイッ
キ飲みが急性アルコール中毒を引き起こし、救急搬
送につながるといったことが起きるわけです（スラ
イド 14）。このような問題は社会的にも大きな問題
になるわけなので、何とか抑えないといけないとい
うことなのです。
　われわれの大学では、飲酒についてのマナーと危
険なイッキ飲みについて、ホームページに掲載して
います（スライド 15）。
　新入生に対しては「未成年者の飲酒は法律により
禁止されています。未成年の方は他人からお酒を勧
められても、『自分は飲めません』と断る勇気を持っ
てください。未成年者に飲酒を勧める行為は犯罪で
す。実際に大学生の飲酒による死亡事故が多く発生
しています。法政大学から絶対に飲酒事故を発生さ
せないよう強く訴えます」というように、新入生向
けにアピールしています（スライド 16）。
　市ケ谷と小金井と多摩の３キャンパス、いずれも
原則として飲酒禁止としています。多摩キャンパス
の場合は飲酒についてのルールを決めていて、大学
の構内では決められた場所で行うバーベキュー実施
時にゼミの教員が付いた上でのみ飲酒が認められて
います。小金井に関しては、基本的には原則禁止と
いう形にしています。ここでも決められた場所での
飲酒のみ認められています（スライド 17）。
　「お酒をおいしく飲み、楽しく語らうには、『ほろ
酔い初期』の段階で切り上げるのが望ましく、こう
すればトラブルを起こす心配はありません」。これはアルコール健康医学協会の「飲酒の基礎知識」を
参考資料として、ホームページ上に上げています。また、「急性アルコール中毒を防ぐために」という
ことも実際に書いています（スライド 18）。
　そして、もう少し細かく、これは繰り返しますが、「学内外でのサークル等による新入生歓迎行事、
イベントを行う時は、節度ある行動を求めます」と、呼びかけており未成年者に飲酒を勧めないこと、
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新歓コンパでのイッキ飲み

急性アルコール
中毒

救急搬送

スライド 15

飲酒についてのマナー
法政大学ホームページ

スライド 16

飲酒

• 未成年者の飲酒は法律により禁止されています。未成
年の方は他人からお酒を勧められても「自分は飲めま
せん」と断る勇気を持ってください。また未成年者に
飲酒を勧める行為は犯罪です。実際に、大学生の飲酒
による死亡事故が多く発生しています。法政大学から
絶対に飲酒事故を発生させないよう、強く訴えます。

• なお、各キャンパスともキャンパス内は原則として飲
酒禁止です。例外的に飲酒を伴う懇親会等の開催につ
いては各キャンパスで定めるルールに従ってくださ
い。
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過度な飲酒は控えること、というようなことを示しています（スライド 19）。
　全学的な広報活動としては①で全学的な飲酒防止セミナーを 2019 年、コロナの前まで実施していま
した（スライド 20）。対象者は市ケ谷、小金井、多摩の、部活動・サークル団体の代表者は１名必ず参
加することとし、さらに部内で伝達するようにアナウンスしています。
　②のスポーツ健康学入門、毎年春学期とありますが、これはスポーツ健康学部での、基礎ゼミ、入門
講座のような科目のことを指しています。この中で 14 コマのうちの１コマを飲酒と薬物のテーマにし
て話をしています。今年は１年生 188 名で、１コマ 100 分、50 分・50 分で飲酒と薬物について、話を
することとしています。
　学部で実施した講義では、「なぜ 19 歳は飲酒がダメで、20 歳は良いのか」から話をしています。基
本的なスタンスは成長途上での健康影響、さらに規範意識、この２点から話をスタートしています（ス
ライド 21）。
　侍ジャパン、ちょうど今年のWBCですね。これで世界１位になりました。非常に話題になったのは、
１名の 20 歳の選手が「アメリカの『21 歳の壁』に阻まれ、無念のシャンパンファイト不参加」という
ことが話題になりました。これは中日の侍ジャパンのピッチャー、髙橋投手ですね（スライド 22）。
　なぜアメリカが、という話になるのですが、ベトナム戦争時代にアメリカの多くの州で、徴兵年齢と

スライド 18

お酒をおいしく飲み、楽しく語らうには、「ほろ酔い初期」の段
階で切り上げるのが望ましく、こうすればトラブルを起こす心配
がありません。
（参考資料：財団法人アルコール健康医学協会「飲酒の基礎知識」）

スライド 19 スライド 20

飲酒（未成年飲酒禁止）・騒音・ごみ処理等について

学内外でサークル等による新入生歓迎行事・イベントを行う
ときは、以下の点について注意し、迷惑行為とならないよう、
また、重大事故を発生させないよう、節度ある行動を求めま
す。

・未成年者は飲酒しないこと。また、未成年者に飲酒を勧め
ないこと
・過度な飲酒は控えること
・公共の場所を占有したり、騒音を出さないこと
・ごみは放置せず、分別してゴミ箱に捨てるか、持ち帰ること

②スポーツ健康学入門（毎年春学期）
（飲酒と薬物）

（１４コマ中の1コマ）
対象者：スポーツ健康学部１年生188名

１コマ100分

①2019年飲酒防止セミナー
対象者：市ヶ谷、小金井、多摩の部活動

（サークル）団体代表者１名必ず
参加（部内で伝達すること）
60分

スライド 17

小金井キャンパスにおける学生の飲酒に関するルール
学生の飲酒は原則禁止。飲酒した状態で授業を受けるこ
とはできません。
小金井キャンパスでは、行事など教職員の同席を条件
に、決められた場所（食堂等）での飲酒のみ認められて
います。事前に飲酒許可申請を学生生活課に提出し、許
可を受けてください。

多摩キャンパスにおける飲酒
1．飲酒についてのルール
•未成年者の飲酒は、法律で禁止されています。
•多摩キャンパスではバーベキュー実施等、大学が認め
た時間・場所以外での飲酒を禁止しています。
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参政年齢を踏まえて、飲酒可能年齢を 18 ～ 19 歳に下げました（スライド 23）。下げたというのは、ちょ
うど民法の改正の時に、飲酒可能年齢をどうするかという議論が日本でもありましたが、日本はそれを
しませんでした（スライド 24）。
　この時のアメリカでは飲酒可能年齢を引き下げたことによりこの年代の飲酒運転事故や他の飲酒に関
連した社会問題が急増したということで、連邦政府主導で飲酒可能年齢を 21 歳にまで引き上げました。
これが背景になって、今の状況に至っています。非常に説得力がある話です。
　「今大会の最年少侍は『いや、もう参加する気満々でゴーグル付けてやっていたんですけど…』と、
当初は先輩らと喜びを分かち合うつもりだった。しかし、直前で『マネジャーさんから、アメリカは
21 歳かららしいって言われて…』と、苦笑いで振り返り、『水を飲んでました。その場には、いたんで。
少し楽しみながら、シャンパンにかかることはなく』と、米国の法令順守で見守っていた」と。これは
事例としては、参考となる事例であったと思います（スライド 25）。
　樋口先生の論文によると、「飲酒に関して、19 歳と 20 歳の間に大きな質的な差はない。しかし、広
く思春期以前と 20 歳過ぎを比べると、飲酒の人体や行動への影響に質的な差が存在する。この変化は
連続的である。医学的に見ると、成人に比べて未成年者は、アルコールの代謝速度が遅い、鎮静効果な
ど脳のアルコール感受性が低い、アルコールの臓器へのダメージが起きやすいといったようなことが、

スライド 22スライド 21

学部で実施した講義では・・・

なぜ19歳は飲酒がだめで、
20 歳はよいのか？ からスタート

①成長途上での健康影響
②規範意識

スライド 23 スライド 24

無念のシャンパンファイト不参加

米国の「21歳の壁」に阻まれ、

侍ジャパン高橋宏斗投手
（20＝中日）

侍ジャパン世界１

ベトナム戦争時代に、米国の多くの州で徴兵年齢と参政年
齢を踏まえて、飲酒可能年齢を18～19 歳に下げた

内閣府 平成20年度 青少年有害環境対策推進事業報告書 樋口進

これにより、この年代の飲酒運転事故や他の飲酒に
関連した社会問題が急増

連邦政府主導で飲酒可能年齢を21 歳にまで再度
引き上げた

平成30年民法改正
成年年齢が20歳から18歳に引き下げ
→ 令和4年（2022年）4月から施行

未成年者飲酒禁止法
↓

20歳未満の者の飲酒の禁止に関する法律
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主に動物実験を通して立証されている」ということですね（スライド 26）。
　実際に、飲酒に関する思春期の特性としては、「脳の発達上、成人に比べて、理性より感情優位となる。
アルコールはこの感情優位に拍車をかけるため、さまざまな行動上の問題を起こしやすい。例えば飲酒
運転による高い事故リスクや暴力である。未成年者は成人に比べて、飲酒による健康問題や社会問題の
リスクが高い」といったようなデータもあるわけです（スライド 27）。
　これらのことから健康影響のみならず、規範意識の問題を踏まえて、未成年者飲酒について、引き続
き 20 歳未満の飲酒禁止を継続することとされました。その根拠は、成長障害や性腺機能障害などの悪
影響を引き起こす危険性があること、あるいはアルコール分解酵素の働きが弱いといったようなことも
あるので、この民法の引き下げによらず、20 歳未満の者の飲酒の禁止に関する法律でとどまるという
ことですね（スライド 28）。
　このことを、これを説明しておかないと、生徒や学生はなぜダメなのかというところが納得できない
だろうというところもあるかと思います。（スライド 29）。
　次にイッキ飲みの問題点なのですが、血中アルコール濃度が急激に上昇する、泥酔・昏睡の状態に陥
る、場合によっては呼吸困難、死に至ることもあります。ここからの話というのは、お酒に弱い人への
飲酒の強要も大変危険な行為であるということです（スライド 30）。

スライド 26スライド 25

今大会の最年少侍は「いや、もう参加する気満々で
ゴーグル付けてやっていたんですけど…」と、当初は先輩
らと喜びを分かち合うつもりだった。しかし、直前で「マ
ネジャーさんから、
アメリカは21歳から（飲酒可能）らしいって言われて
…」と、苦笑いで振り返り、
先輩たちが狂喜乱舞している瞬間は
「水を飲んでました（笑）。その場には、いたんで。少し
楽しみながら、あんまり（シャンパンに）かかることなく」
と、米国の法令順守で見守っていたとい
う。

日刊スポーツ 2023年3月22日16時28分

スライド 27 スライド 28

未成年者飲酒について

◆20歳未満の未成年者の飲酒
↓

未成年者飲酒禁止法で禁止
◆アルコールは成長障害・性腺機能障害
などの悪影響を引き起こす危険性あり。

◆未成年者は アルコール分解酵素の働き
が弱い。

脳の発達上、成人に比べて、理性より感情優位となる時期

飲酒に関する思春期の特性

アルコールはこの感情優位に拍車をかけるた
め、様々な行動上の問題を起こしやすい

未成年者は成人に比べて、飲酒による健康問
題や社会問題のリスクが高い

例えば、
飲酒運転による高い事故リスクや暴力

飲酒に関して、19 歳と20 歳の間に大きな質的な差はない。
しかし、広く思春期以前と20 歳過ぎとを比べると、飲酒の人
体や行動への影響に質的な差が存在。

→ この変化は連続的

医学的に見ると、成人に比べて未成年者は、
アルコールの代謝速度が遅い、
鎮静効果など脳のアルコール感受性が低い、
アルコールの臓器へのダメージが起きやすい、ことなど

主に動物実験を通して立証
久里浜医療センター名誉院長・顧問 樋口進
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　実際にイッキ飲みはなくならないのかということで、これは日本学校保健会がインターネット調査
で行ったものなのですが、20 ～ 24 歳の男女 1,500 人に聞いたところ、お酒を飲んだことがある人が
86.5％、結構飲んでいます。そのうち、イッキ飲みの経験が 30.9％ということです（スライド 31）。
　さらに、イッキ飲みはどこで誰と、友人との飲み会、部活動やサークルの飲み会、というところから
すると、やはり友達関係と、それから部活動が大きなイッキ飲みの経験の機会になっているようです。
そして、勧められた相手が同年代の友人、あるいは先輩や上司であり、自分から進んでというのはパー
センテージがやや落ちています（スライド 32）。イッキ飲みが楽しくなかった人が 38.4％、一見楽しそ
うに見えても、本当は楽しくないと思っている人が結構いることがわかりました（スライド 33）。さら
に、20 ～ 24 歳でお酒を飲んだことのある人のうち、イッキ飲み以外にゲームや順番などで周りに促さ
れてお酒を飲まされたことの経験、これも 32.9％という状況で、結構な割合となっています（スライド
34）。
　関西のある大学での事例では、「サークル飲み会で○○の大学生がイッキ飲み、死亡」といったよう
なニュースが出ていました（スライド 35）。実際に東京消防庁のデータによると、年代別の急性アルコー
ル中毒による救急搬送人員では20代が非常に多くなっています（スライド36）。基礎ゼミで使ったのは、
『ドリンク・スマート』という、『まんがで学ぶ適正飲酒』ということで、2018 年に学研プラスのほう

スライド 30スライド 29

◆血中アルコール濃度が急激に上昇
◆一気に「泥酔」「昏睡」の状態に陥る
◆場合によっては、呼吸困難、死に至る

（大量のお酒を短時間に飲む行為）

※お酒の弱い人への飲酒の強要も
同様に大変危険な行為

イッキ飲み20歳未満の者の飲酒の禁止に関する法律
20歳未満は飲酒してはならない。
20歳未満の者の親は、20歳未満の飲酒を止めなければ
ならない。
酒販売店は、20歳未満に対して酒類の販売をしてはいけ
ない。また、年齢確認など、飲酒防止の対応をとらなければ
ならない。
親が20歳未満の飲酒を見過ごした場合は、科料に処せら
れる。また、酒販売店が20歳未満に酒類を販売した場合
は、50万円以下の罰金に処せられる。

スライド 31 スライド 32

イッキ飲みはなくならない？
20～24歳の男女1,500人に聞きました！

お酒を飲んだことのある人

イッキ飲みの経験のある人

そのうち

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

86.5％

30.9 ％

イッキ飲みはどこで誰と？
イッキ飲みを経験した機会
友人との飲み会
部活動やサークルの飲み会
勧められた相手
同年代の友人
先輩や上司
自分から進んで

36.7％
31.9％

54.9%
39.4％
17.5％

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）
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で作成していただいたものがあります。大学生向けということで作っています。
　なぜイッキ飲みがなくならないのかということなのですが、これは「仲のいい人や先輩に言われたか
ら」「イッキ飲みの基準が曖昧」など。「それも経験だと言われる」というのはよくある話です（スライ
ド 37）。「俺も経験してきたから」という、あまり言われたくない話だと思いますけれども、そういう
のが悪い習慣になっています。「その場のノリで場の雰囲気を壊したくなくて」というのもあります。イッ
キ飲みをしているのを見て、「周りが止めてあげるべきなんだけど」「冷たいようだけど、自分から進ん
でイッキ飲みするなら勝手にどうぞ。でも、介抱するのは面倒くさいな」など、このようなことも言っ
ています（スライド 38）。
　どうしたらイッキ飲みをなくせるのか（スライド 39）。これはおそらく、実際に学生同士でグループ
ワークを、どうしたらイッキ飲みをなくせるのかという話をさせる、これが一つの課題解決になるのか
なと思います。出てくるのは、これは保健会の調査の中からですが、「イッキ飲みをなくすのは難しい
かな。でも、みんながするわけじゃない」「法律で禁止する」「飲み放題をやめない？」「勇気がいるけど、
まずは自分がしない」「大学がもっと規制してくれればいいのに」「自分たちでルール作りしない？」な
どですね。「大学でもっと規制してくれればいいのに」というのは、大学に規制されたくないと言いな
がら「規制してくれればいいのに」というのは、虫がいいなと思ったりもしますが。

スライド 34スライド 33

イッキ飲み以外にゲームや順番などで周りに促さ
れてお酒を飲まされたことの経験は？

20～24歳のお酒を飲んだことのある人のうち

32.9 ％

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

イッキ飲みが楽しくなかった人

38.4%
一見、楽しそうに見えてても、
本当は楽しくないと思っている

人が結構いる！
(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

スライド 35 スライド 36

【速報】サークル飲み会で○○大学生が
一気飲みし死亡…同席の元学生ら16人
に賠償命じる 救護義務違反など認める
大阪地裁 遺族「二度とこんなことは起き
ないで」 MBSニュース 3/31(金) 14:50配信より

著者一部改変

あとの後悔先に立たず！
東京消防庁ホームページより



－ 22 －

飲酒と健康に関する講演会

　そもそも、イッキ飲みを危険であると思っている人はかなり多く、96.6％です（スライド 40）。「イッ
キ飲みなどでつぶれてしまった人がいた場合、救急車を呼ぶべきか、正しく判断できる」と思っている
人が 66％です。本当に大丈夫なのかという話ですね。
　このような場面での対応については、場面設定をしたうえで学生同士で議論させることが重要です。
救急車を呼ぶべき状態の例など、こういったようなこともしっかり教えておかないと大変なことになり
ます（スライド 41）。
　長期大量飲酒のリスクですね（スライド 42）。これは長期にわたって大量の飲酒を続けたらアルコー
ル依存症になるリスクが高まる、早期、若い時期からの飲酒はアルコール依存症のリスクを高めるとの
報告もあるということです。症状としては、身体的依存の症状、精神的依存の症状、この話もしておく
必要があると思います（スライド 43）。おそらくこの辺りの話というのは、大学の講義の中、特に基礎
ゼミや何かの機会にすると、「そういえばやったよな」という記憶がよみがえってくるような効果があ
るかと思います。
　飲まないでいることがつらくなるので、ますます飲酒をやめることが難しくなると。長期大量飲酒を
する人はアルコール依存症なのかということですが、平成 25 年の厚生労働省のデータによれば、アル
コール依存症のために病院で治療を受けている人が 4.9 万人と。アルコール依存症とみなされる人は約

スライド 38スライド 37

イッキ飲みしているのを見て・・・

周りが止めてあげるべき
なんだけど・・・

冷たいようだけど、自分から
進んでイッキ飲みするのなら

勝手にどうぞ！
でも、介抱するのは
めんどくさいなー。

イッキ飲みをしている女性
を見るとスキがあるように
見える。大丈夫かなと思

う。

イッキ飲みをしている男性
をみると心配になる。自制
心のある飲み方の方が

素敵だと思う。

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

なぜイッキ飲みがなくならないのか？

仲のいい人や先輩に言わ
れたらイッキ飲みしそう。そ
れに、自分ができなくても
他の人にまわしちゃう

かも・・・

イッキ飲みの基準があいま
いで、人によってイッキ飲み
に対する認識に差がある
ような気がする。

とりあえず、それも経験って
いわれるし・・・

その場のノリで、場の雰囲気
を壊したくなくてイッキ飲み

してしまう。

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

スライド 39 スライド 40

どうしたらイッキ飲みはなくせる？
イッキ飲みをなくすのは
難しいかな・・・。

でも、みんなするわけじゃ
ないよね。

いっそのこと、法律で
禁止したら？

（イッキコール禁止法）

飲み放題をやめない？
勇気がいるけど、まずは
自分がしない。そして、
止めてあげる。

大学がもっと規制してく
れればいいのに・・・

自分たちでルール作りし
ない？

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

そもそもイッキ飲みを危険であると思っている人

イッキ飲みなどでつぶれてしまった人がいた場合、
96.6％

66％

救急車を呼ぶべきか正しく判断できると思っている人

本当に大丈夫？

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）
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107 万人、病気になるリスクを高める量を飲んでいる人は約 1036 万人と推計されています（スライド
44）。
　ただ、大量飲酒に関しても、大量飲酒とはこういう状況なのだという解説を学生にしておく必要があ
ります（スライド 45）。この話によりアルコール依存への道筋を理解できるようにしておくことで怖さ
への記憶をよみがえらせることにつなげるようにすることが重要です。
　さまざまな病気やトラブルの原因、これに関しても学生向けに話をします（スライド 46）。肝臓に脂
肪がたまり、肝臓が壊れ、肝硬変、肝がんになることもある、こういったリスクを高める、けんかや飲
酒運転などのトラブルを繰り返し、家族に迷惑をかけ、友達をなくすといったようなことですね。
　女性の飲酒のリスクですね。これも講義内容に加えています（スライド47）。実際に学生と接していて、
女性が結構、飲むと答える、しかも自分は強いと答える学生が結構います。それを考えると、前半でお
話しした文科省の「飲みたいと思う」「飲むと思う」という割合が女子の方が男子よりも高いという結
果と、ある程度一致しているかと思います。20 ～ 24 歳の飲酒経験率は男性よりも女性が上回っており、
酒の宣伝やコマーシャルに対しておいしそうと思う高校生も女性のほうが高くなっています。それから
男性と女性のお酒に対する感受性なのですが、体質的に女性のほうがお酒に弱い、妊娠中や授乳期の飲
酒も影響がある、これも押さえておく必要があります（スライド 48）。

スライド 42スライド 41

長期大量飲酒のリスク

長期間にわたっての大量の飲酒を続けたら、アルコール
依存症になるリスクが高まる。

早期(若い時期）からの飲酒は、アルコール依存症の
リスクを高めるとの報告あり。

救急車を呼ぶべき状態の例
• つねっても、ゆすって呼びかけても、反応がない。
• 体温が下がって、全身が冷たくなっている。
• 倒れて、口から泡を吹いている。
• 呼吸が異常に早くて浅かいか、時々しか息をしていない。

吐いて窒息しないよう、“回復体位”をとる

絶対に一人にしてはいけない！

スライド 43 スライド 44

症状
身体的依存の症状：飲酒をしていないときの手の震
え、発汗、不眠など。幻覚や妄想が現れたりすることも

ある。

精神的依存の症状：飲みたいと気持ちが抑えられなく
なり、酔うまで飲まないと気が済まなくなる。

飲まないでいることが辛くなるので、ますます飲酒をやめ
ることが難しくなる。

長期大量飲酒する人は
アルコール依存症？
アルコール依存症のために病院で治療を
受けている患者は・・・ 約4.9万人
アルコール依存症とみなされる人(既往を含む）は・・・

約107万人
病気になるリスクを高める量を飲んでいる人は・・・

約1,036万人と推計

平成25年の厚生労働省研究班の報告
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　特に女性の場合、先ほど申し上げたような、何となく果実酒など、お酒のイメージが昔とはずいぶん
変わってきたということもあるので、それに対して、やはり少し歯止めがかかるようなことを話してお
かないとまずいかなと思います。女性は男性より血中アルコール濃度が高くなりやすく、分解する速度
も遅い、１時間に分解できるアルコール量は男性の約４分の３である、個人差も大きく、ビールのロン
グ缶のアルコールを分解するのに７時間かかる人もいるなど、こういったようなこともしっかり説明を
する必要があるわけです（スライド 49）。
　女性は酒による肝障害などの身体のダメージを生じやすいので、男性より飲酒量に気を付けることが
必要だという話、さらに、胎児性アルコール症候群に関しても話を進めています（スライド 50）。これ
は生まれた時の体重が少なかったり、特徴的な顔つき、顔貌になったりすることがあること、ADHD
と関連があるとの報告もあります。この辺りの説明は、再度しっかりと意識付けをする必要があると思
います。
　次に事故の話になるのですが、これは行動面の話になるのですが、アルコールに関しては中枢神経系
への麻酔作用があって、これは自動車などの運転者の事故リスクを高める、あるいは転倒・転落事故の
リスクを高めると。飲酒は暴力行為のリスクを高める、危険な性行動のリスクを高める、このようなこ
とが影響として出てくるということですね（スライド 51）。

スライド 46スライド 45

様々な病気やトラブルの原因
• 肝臓に脂肪がたまり。肝臓が壊れ、肝硬変や肝がんにな
ることもある。

• 肝臓以外のがん(口腔がん、食道がん、大腸が
ん、乳がん)のリスクを高める。

• けんかや飲酒運転などのトラブルを繰り返し、家
族に迷惑をかけ、友だちをなくし、学校や会社を
辞めざるを得なくなることもある。

◆アルコールへの精神的・身体的依存が
形成 ⇒ 飲まずにはいられなくなる

◆暴力的な行為をとることも大きな問題
◆手足が震え、幻覚を見る。
抑えるためにさらにアルコールを飲み
悪循環 ⇒ アルコール依存症という病気

大量飲酒
長期にわたり大量飲酒を続ける行為

スライド 47 スライド 48

女性の飲酒のリスク
平成21年の厚生労働省研究班の報告によれば
20～24歳の飲酒経験率は

女性90.4％ ＞ 男性83.5％
平成25年の文部科学省の報告
酒の宣伝やコマーシャルに対して「おいしそう」と思う高校生

女性29.4％ ＞ 男性20.2％

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

男性と女性のお酒に対する感受性は

•体質的に女性の方がお酒に弱い。

•妊娠中や授乳期の飲酒も影響があ
る。

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）
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　若者における飲酒のリスク、これはけがや事故の原因になるということで、ここに警察庁によれば、
交通事故の死亡事故率は非飲酒の約８倍となっていること、暴力事件、虐待、デートDV、わいせつ行為、
セクハラ、窃盗、高所や駅ホームなどからの転落、水の事故など、このようなけがや事故の原因となっ
ています。さらに記憶が悪くなるなど、脳や骨の成長に悪い影響を与えるということですね。
　運転技術への影響に関しては、低い血中濃度から影響が出てくるということで、血中濃度の上昇に伴
い、影響は顕著になります（スライド 53）。血中濃度 0.03％より低い濃度から、集中力、多方面への注意、
反応時間などに影響があるということも、これも教えていく必要があります。
　特に、運転技術への影響や、この辺りの話というのは、高等学校までの話の中でもそれほど重点的に
やっているわけではないので、運転する可能性は学生で増えてくることを考えれば、この辺りの指導は
不可欠と考えます。集中力が低下する、多方面への注意力が向かなくなる、反応時間が遅れる、ハンド
ル操作がうまくできなくなる、視覚機能が阻害される、規制を無視し始めるということですね（スライ
ド 54）。飲酒運転に関しては、こういったような法律違反による罰金などが出てきます（スライド 55）。
　さらに、飲酒運転による悲惨な事故と。この悲惨な事故というのは結構インパクトがあって、2006
年の福岡市の海の中道大橋で、飲酒運転の車に追突された乗用車、家族が乗っていた乗用車が転落して
子どもが３人水死した事例、それから 2021 年、千葉県の市道で飲酒運転のトラックが集団下校の児童

スライド 50スライド 49

妊娠中に飲酒をしていた母親が出産した赤ちゃんに成長
の遅れや脳の障害が現れることがある

胎児性アルコール症候群
生まれたときの体重が少なかったり、特徴的な
顔貌(頭や顎小さい、頬が平たい、鼻や鼻梁
が低い、上唇が薄いなど）になったりすること
がある
注意欠陥多動障害（ADHD）と関連があ
るとの報告もある

女性は男性より血中アルコール濃度が高くなりや
すく、分解する速度も遅い。

• 1時間に分解できるアルコール量は男性の約4分の3。
• 個人差も大きく、ビールのロング缶(500ｍｌ)のアルコー
ルを分解するのに7時間かかる人もいる！

女性はお酒による肝障害などの身体のダ
メージを生じやすいので、男性より飲酒量
に気を付けることが大切！

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）

スライド 51 スライド 52

中枢神経系への麻酔作用

・自動車など運転者の事故リスクを高める
・転倒・転落事故のリスクを高める
・飲酒は、暴力行為のリスクを高める
・飲酒は、危険な性行動のリスクを高める

◆けがや事故の原因になる
若者における飲酒のリスク

◆記憶が悪くなる
◆脳や骨の成長に悪い影響を与える

飲酒に伴うケガや事故・事件の例
・交通事故(飲酒運転の死亡事故率は非飲酒の約8倍

(警察庁）
・暴力事件、虐待、デートＤＶ
・わいせつ行為、セクハラ、窃盗
・高所や駅ホームなどからの転落、水の事故(飲酒後に
水に入るのは危険）など

(公財）日本学校保健会「学校における飲酒防止教育支援委員会」によるインターネット
調査(平成28年）
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の列に突っ込んで亡くなったケース、それぞれ飲酒運転の罰則強化や、事業者の責任の明確化というよ
うなことがされてきているということですね（スライド 56）。これも指導の必要性があります。
　最近では特定小型原動機付自転車――キックボードですね。電動キックボードは、本当によく見かけ
るようになりましたが、これも 16 歳未満の者が運転することは禁止です。自動車と同じ扱いで、飲酒
運転の扱いになるということも教える必要があります（スライド 57）。
　そして、新大久保駅の乗客転落の事故ですね（スライド58）。これは大体、夜10時を過ぎるともなると、
非常に危なっかしい泥酔客がホームに出てきて、転落して亡くなるというケースが結構あります。新大
久保駅でのケースが衝撃的だったのですが、助けようとした２人も含めて、３人が亡くなってしまった
という事件ですね。こういったようなことで社会に与えた影響は非常に大きいと。酒に酔った客による
転落事故は半数を超える割合で発生しているということですね。この辺りも話をしておく必要があると
思います（スライド 59）。
　飲酒による暴力ですね（スライド 60）。これは飲酒をしている人は飲んでいない人に比べて、暴力行
為をする可能性が高くなるということ、これも明らかですね。何らかの暴力的攻撃の被害者の約35％が、
暴力を振るった相手がアルコールの影響下にあったというデータもあります。
　ここで紹介はしていませんが、性行動ですね。性行動に関しても、アメリカの調査によるのですが、

スライド 54スライド 53

運転者の事故リスク

1.集中力が低下
2.多方面への注意力が向かなくなる
3.反応時間が遅れる
4.ハンドル操作がうまくできなくなる
5.視覚機能が阻害される
6.規制を無視し始める

運転技術への影響
•運転に必要な技術や行動に対して極めて
低い血中濃度から影響が出る

•血中濃度の上昇に伴い影響は顕著
→ 血中濃度0.03%（道路交通法で検

挙される濃度）より低い濃度から
集中力・多方面への注意・反応時間
などに影響

酒気帯び運転の基準値となる
呼気中アルコール濃度は0.15mg/L
血中アルコール濃度に換算すると、0.3mg/mL
（0.03％）

スライド 55 スライド 56

飲酒運転
呼気検査をした際に、アルコール濃度が0.15ｍｇ以上あっ
た場合（血中アルコール濃度0.03％相当）

↓
酒気帯び運転

3年以下の懲役又は50万円以下の罰金

さらに酔いがひどく、まっすぐ歩けないよいうな状態の場合、酒
酔い運転となり免許取り消し

飲酒運転による悲惨な事故
〇 2006年8月、福岡市海の中道大橋で飲酒運転の
車に追突された乗用車が海に転落。子供3人が水死

☆問題点 飲酒運転であることを知りながら同乗している人
運転することがわかっているのに酒を提供する店

→ 飲酒運転の罰則強化
〇 2021年6月、千葉県の市道で飲酒運転のトラック
が集団下校の児童の列に突っ込み、男児2名死亡、
3名重症
→ 事業者の責任の明確化
安全運転管理者の業務を定め、運転しようとするもの及

び運転を終了した者に対して、酒気帯びの有無の確認及び記
録の保存義務化
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青少年の６つの危険行動は相互に関係があることがわかっています。例えばアルコール、飲酒、性行動、
薬物、喫煙など、そのような行動がそれぞれ相互に関係があることがわかっています。
　ちなみに、性行動の前に飲酒をしているという割合が非常に高いというデータもあります。というこ
とからすると、こういった関係性についてもしっかり指導しておかなければいけないと思います。
　ただ一方で、ここまではずっと良くない側面ばかり言っているのですが、お酒の良い側面についても
触れます。適度な飲酒はコミュニケーションを円滑にすることの効用についてはふれておきます（スラ
イド 61）。適節な飲酒、このことはやはり言っておく必要があるかと思います。ほろ酔い程度の飲酒は、
精神的な緊張をほぐしてストレスの軽減につながり、おいしい食事とお酒は人との円滑なコミュニケー
ションに役立つ、適度の飲酒は胃液の分泌を盛んにして消化を助けるので食欲が増すことなどに触れ、
危険な飲み方をしないことをしっかり押さえておくことだと思います（スライド 62）。
　そして、勇気を持って断ることの大切さについても押さえておく必要があります（スライド 63）。お
酒を勧められても飲めない場合は遠慮なくきっぱり断ることが大切であること、「お酒を飲まなくても
十分楽しいです」や「お酒が飲めない体質なので、ソフトドリンクにします」というような、こういっ
たセリフを学生が実際に言えるように訓練をすることが必要だろうと思っています。
　こういった講義をした上でレポートを書いてもらっています。レポートの内容については、幾つかご

スライド 58スライド 57

新大久保駅の乗客転落(2001)
2001年1月、通勤の人で混雑する
時間帯に、酒に酔った男性が山手線新
大久保駅ホームから足を滑らせて線路
に転落。
とっさに男性2人が助け出そうとして線
路に飛び降りたが、入ってきた電車には
ねられて3人とも死亡。

特定小型電動機付自転車
（いわゆる電動キックボード）

・性能上の最高速度が自転車と同程度
であるなどの一定の要件を満たす電動
キックボード
・16歳未満の者が運転することは禁止
・16歳未満の者に提供することも禁止
・ヘルメットの着用

スライド 59 スライド 60

社会に与えた影響
酒に酔った客による転落事故は、鉄道事故
のなかで半数を超える割合で発生。
→このケースも、助けようとした1人が留学生
であったこと、ラッシュ時であったために運転間
隔も短かったこと、多くの人で混雑する時間帯
で起きたことから社会に大きな衝撃。
→ホームドアや非常停止ボタン、ホーム下の逃
げ場所の設置などの対策が取られているが、
地域によってはまだ十分とは言えない。

飲酒による暴力
飲酒している人は、飲んでいない人に比べ
て暴力行為をする可能性が高くなる

何らかの暴力的攻撃の被害者の約35％が
暴力をふるった相手がアルコールの影響下に
あった
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紹介したいと思います。「私は大学の野球のサークルに入ろうと考えている。これから飲酒可能な年齢
となった時、野球の試合の後、お酒を飲もうというシチュエーションが想定できる」と。「飲酒をする
ということは責任も伴う。自分で適正量を知り、無理をしない、相手にも無理をさせないことを心に決
めたいと思う」というようなこと（スライド 64）や、「責任ある行動というのは、自分が飲めるキャパ
シティーを知り、それ以上は勧められても飲まないようにする、断る勇気を持つことだと考える」と書
いています。「自分も無理やり人に飲ませないことも大切だ。それが自身や他人、社会に悪影響をもた
らす」と。
　それから、「未成年者が飲酒をすることはかなりの危険性があるのにもかかわらず、問題は絶えるこ
とはない。未成年者だけでなく、成人した大学生などの若者にも当てはまる」。「イッキコールでのイッ
キ飲みによる急性アルコール中毒の問題の理由として、やはり多いのは、その場の空気に逆らうことが
できずに飲んだり、友人や親しい先輩が飲んでいるからといった理由だ」。「イッキ飲みが楽しいと感じ
ていなくても、自分の意思を貫くことができず、飲酒をして問題となることが多い。店側も年齢を証明
できるものを見せてもらうとか、イッキコールなど酒を飲ませる掛け声を控えてもらうように呼びかけ
をしたりするなどの対策も必要だ」というような意見。
　「なぜイッキ飲みはなくならないのだろうか。その場の雰囲気を壊したくない。仲の良い人や先輩に

スライド 62スライド 61

危険な飲み方をしない
• 飲酒運転、自転車の運転は犯罪であり、大変危険な行為

• 運動前・中・直後、入浴前や入浴中の飲酒も心臓など体に
大きな負担をかけることになり危険

• 薬や栄養ドリンク(エナジードリンク）と一緒に飲むと、薬の
作用が強く表れ、嘔吐や吐き気など様々な副作用が出るこ
とがあり危険

まんがで学ぶ適正飲酒（DRINK SMART)

適度な飲酒はコミュニケーションを円滑にする
•ほろ酔い程度の飲酒は、精神的な緊張をほぐ
して、ストレスの軽減につながる。

•おいしい食事とお酒は人との円滑なコミュニ
ケーションに役立つ。

•適度の飲酒は胃液の分泌を盛んにして、消化
を助けるので食欲が増す。

まんがで学ぶ適正飲酒（DRINK SMART)

お酒のいい側面

スライド 63 スライド 64

勇気をもって断ろう！
•お酒を勧められても、飲めない場合は遠
慮なくきっぱり断ろう！

•お酒を飲まなくても十分楽しいです！
•お酒が飲めない体質なのでソフトドリン
クにします！

まんがで学ぶ適正飲酒（DRINK SMART)

私は大学の野球のサークルに入ろうと考えている
これから飲酒可能な年齢となった時、野球の試合の後お酒を飲もうとい
うシチュエーションが想定できる

運動後または、運動前の飲酒は危険
運動による発汗作用や、アルコールによる利尿作用により脱水症状を引
き起こす可能性
心臓に過度な負荷をかける危険行為
様々な場で注意を促されている「イッキ飲み」も非常に危険な行為
短時間で大量のお酒を飲むことによって急性アルコール中毒になる恐れ
があったり、酔いのピークは少し遅れてやって来る為、知らず知らずのうち
に大量のお酒を飲んでしまい、限界を超えているという恐れ

飲酒をするということは責任も伴う
自分の適正量を知り、無理をしない。
相手にも無理をさせないことを心に決めたいと思う
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言われたらイッキ飲みをしてしまいそう」。「実際、自分も全く同じ状況になったら、周りに促されイッ
キ飲みをしてしまうかもしれない。どうしたらイッキ飲みをなくせるだろうか。私は一人一人の意識を
変える以外になくす方法はないと思う」。「その場に１人でも多く、イッキ飲みについて正しい認識を持っ
ている人がいれば、促されてイッキ飲みをする若者を止められると思う。飲まされる側も正しい知識を
持って、断る勇気を持つ必要がある。自分で飲んでしまったら自己責任として判断されかねない。一人
一人が大量飲酒の危険性を理解し、自覚と責任を
持って飲みの場に参加する必要がある」といったよ
うなことも書いていました。
　こういったことを学生が考えて、これがずっと続
いたら本当にいいなと思います。なので、やはりこ
ういった指導の機会は必要なのだろうと思います。
　「過度な飲酒をすることが問題だ」「私もお酒には
興味があるし、飲んでみたいとも思う。しかし、未
成年飲酒が体に悪いことは理解しているし、飲酒に
よってその年代に経験しなくてはならないことがで
きなくなってしまうことも学習した」。「少しだけな
らいいんじゃないかという気持ちは誰しもある。し
かし、将来のために、一生懸命生きるために、がま
んして 20 歳の楽しみにする必要があると考える」
というようなことですね。
　もう一つ、これは教職向けの授業でのグループ
ワークです（スライド 65）。これはお酒の良い面と
悪い面からお酒との付き合い方を考えるというワー
クです（スライド 66）。お酒のグッド・バッドとい
うことで、環境、他人に関わる悪いこと、それから
自分のグッド、人間関係のグッド、自分のバッド、
健康面に良くないなど、こういったようなことで仕
分けをして、自分たちで考えるということをワーク
としてやっていました。これも一つの手だと思いま
す。
　ついこの間、学生祭がありました（スライド
67）。学生祭ではこのようなアナウンスをHPに掲
載しています。「ダメです、未成年者飲酒、飲酒の
強要」ですね。ここにあるのですが、「大学の近隣
に住んでいる人のことを考えよう」ということで、
学生祭は、基本的には飲酒禁止です。お酒の持ち込
みは禁止にしています。それで何とか飲酒に関する

スライド 66

スライド 67

スライド 65

お酒のいい面と悪い面からお
酒との付き合い方を考える

保健体育教育科法（保健体育科教員志
望者の必須科目）でのグループワーク
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トラブルを防ごうということでやっています。
　このような取り組みで本当に未成年飲酒がなくなるのか、ビンジドリンキングがなくなるのかわかり
ませんが継続が必要だろうと思っています。
　以上で私の話を終わりにさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。


